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JAXA タウンミーティング in 山口県産業技術センター 開催報告 

 
平成 29年 9月 9日、JAXAタウンミーティング in山口県産業技術センター ～宇宙について JAXA

と語ろう！～ を開催しました。今回は、JAXAが取り組んでいる人工衛星の観測データ利用につ

いて話題を提供し、会場の参加者と活発な意見交換がなされました。 
 

■開催日時  平成 29 年 9 月 9 日（土） 13:20～14:40 

■会場    山口県産業技術センター 多目的ホール（2階） 

■参加者数  73名 

■登壇者   JAXA技術参与 舘 和夫 

       話題提供：「身近な人工衛星利用」 

■進行コーディネーター 

       JAXA広報部長 庄司 義和 

 

アンケート回答者の属性（有効回答数：46） 

１．性別                    ２．年齢  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．居住地                  ４．職業 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

87%

女性

11%

無回答

2%

15歳未満

4% 18-29

2%

30-39

18%

40-49

37%

50-59

26%

60歳以上

9%

無回答

4%

山口県

山口市

41%

山口県防府

市

22%

山口県

宇部市

20%

山口県

周南市

6%

山口県

長門市

2%

福岡県

福岡市

2%

無回答

7%
会社員（エンジ

ニア・研究職）

6%

会社員（上

記以外）

20%

主婦/主夫

2%

教職員

7%
自営業

2%

公務員

50%

小学生

4%

無職

2%

その他

7%
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いただいた主なご意見（意見投稿、アンケート記入分も含む） 

■今回のタウンミーティングの話題に関連して 

◇身近な人工衛星利用  

・ まずは地域の企業がデータを活用しやすくすべき。 

・ 災害時の地上での救助関係に的確な情報提供を期待します。地上では周辺しかわからないので。 

・ IOTを推進してほしいです。 

・ トンネルの中でも GPSが使えるようになることを期待します。 

・ 今も身近なところで活用されている衛星ですが、自動操縦による事故の減少や、介護や教育面でも活用

され、もっと身近に感じられるようになると良い。 

・ 商業ベースにのる取組や、教育分野での利用を進めてほしい。 

・ GPSの機能強化による GISの発展を望みます。 

・ リアルタイムでの情報が送られてくるよう、多くの衛星が連携できないか。 

・ 宇宙発電技術を確立して、特定の発電に頼らなくていいようにして欲しい。 

・ よりリアルタイムに関係省庁等と情報共有ができる体制を構築してほしい。 

・ 農業の高度化（作付オート化、衛星データによる作付・収穫時期の判断等） 

・ SSPSには大変期待しております。また、そのほかのエネルギー問題解決に寄与できる研究をどんどん進

めてください。 

 

■タウンミーティング、その他について 

・ 毎年とは、いかないまでも、このような機会を作っていただきたいと思います。 

・ もっと JAXAの詳しい紹介があった方が良いと思います。 

・ もう少し専門的な内容でも良かったと思います。また、意見交換ができるための方策（何らかの簡単な

議題等）で参画した方が、単に質問コーナー的、あるいは JAXA として吸い上げたいような内容までに

は至るのでは？と感じました。 

・ 米国等における民間宇宙開発は進歩していると感じます。日本における民間宇宙開発に対して、JAXA

はもっと支援していただきたいと思います。 

・ 宇宙飛行士にはツイッター等に加え、facebookもしてほしい。 
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※タウンミーティングと同日に行われた JAXA水ロケット教室の様子も併せて掲載いたします。 


